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はじめに t従来,食 道癌治療においては外科手術,

化学療法,放 射線療法などによる集学的治療が行われ

てきたが,最 近,そ の治療成績をさらに向上させる目

的で,adjuvant therapyとしてのサイ トカイン療法の

導入が試みられている1),一方,Z12_prOStaglandin J2

(以下 Z12_PG」2)は in VitrO,in vivoの実験系におい

て,腫 瘍細胞の増殖抑待J効果を持つことが報告されて

お りり,抗 腫瘍性プロスタグランジンとして注 目され

つつある.今 回,著 者 らは,食 道癌治療における新た

な可能性を模索する目的で,抗 腫瘍性サイ トカインで

あるrecombinant human TNF(以 下 rh_TNF)と

z12‐PGJ2との併用効果を ヒト食道癌培養細胞を用い

in vitroの実験系で検討 したので報告する。

実験材料および方法 1実験材料には当教室でこれま

でに樹立しえた ヒト食道癌培養細胞株,SGF‐7,SGF‐

8の 2株 を用いた。細胞を96穴マイクロカルチャープ

レー トに 1× 104個ずつ播種し24時間培養後,rh,TNF

(PT‐010大日本製薬)お よび ガ12_PGJ2(小野薬品)含

有培地を加え,rh‐TNF O,1,10,100,1,000U/ml,

z12_PGJ2 0,0・5,10,2.0″ g/mlに おいてそれぞれ

の単独群,お よび併用群を作製 し, さらに72時間培養

した.細 胞障害性の半」定は,培 養終了後 MTT(3‐ (4,

5‐dilnethyithiazol‐2‐yl)‐2,5‐diphenyl  tetrazollum

bromide)assayに より行い,対 照に対する比率で%

viabilityを算出した。相乗効果の判定は,rh‐TNFお

ょび 泌12_PG」2単独投与群の%viabilityを掛け合わせ

た値を期待値 とし期待値 と実測値 との差が2SDを こ

えた場合,相 乗効果あ りとした。

結果 iSGF・7では rh‐TNF lU/mlと Z12_PGJ2 0・5

″g/mlの 併用群を除 くすべての併用群で,SGF‐8では

すべての併用群で抗腫瘍性相乗効果が認められた。ま

た,z12_PG」2 0・5,10/g/mlと の併用におけるrh‐

TNFの ID50は,Z12_PGJ2非併用群に比べ,SGF‐7で1/

100以下,SGF‐8で1/1,000以下であった (Fig,1).

考察 :ヒ ト食道癌培 養細胞 において rh‐TNFと

z12_PGJ2との併用により極めて大 きな抗腫瘍性相乗

ヒト食道癌培養細胞におけるrecombinant human TNFと

z12_prOStaglandin J2の併用効果の検討
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Fig。 l EfFect of rh‐TNF and z12_PGJ2 bOth alone

and together against SGF‐7 and SGF‐8.
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効果が得 られたことから,両 者の併用はその治療効果

を高め, さらに双方の単独投与に比べ副作用を軽減す

る可能性を有するものと考えられる。食道癌治療にお

いては根治手術の積極的な徹底化 とともに化学療法の

強化,放 射線療法の併用など種々の試みがなされてい

るが,そ の予後を著明に改善するには至っておらず,

さらに新たな治療法の開発が必要である。TNFと

z12_PG」2の併用療法の食道癌治療への導入は治療成

績向上のための 1方法として有効であることが示唆さ

れた。
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